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２００９年５月１８日

200９年３月期 連結決算及び事業概要
株式会社マルハニチロホールディングス

代表取締役社長 五十嵐 勇二

－1－

説 明 概 要
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四 半 期 毎 の 営 業 利 益 推 移３

今 期 環 境 予 想 と 業 績 予 想６

２ ０ ０ ８ 年 度 の 事 業 ト ピ ッ ク ス４

海 外 売 上 高５

中期経営計画（ﾀﾞﾌﾞﾙｳｪｰﾌﾞ21）に関して７

２ ０ ０ ８ 年 度 経 済 環 境２
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－2－

１ー１．２００９年３月期実績

実績 計画 前期

前期比 106%

計画比 97%

前期比 119%

計画比 82%

前期比 111%

計画比 58%

前期比 －

計画比 －

経常利益

当期利益

8,975

155

81

△ 63 25

130

73

1

140

マルハニチログループ 2009年3月期

9,300売上高

営業利益 190

8,448

単位：億円

－3－

１－２．２００９年３月期 売上高
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527億円
6％ 増加

前期比

売 上 高売 上 高
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１－３．２００９年３月期 営業利益

営 業 利 益営 業 利 益
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（単位：億円）

155億円

130億円

25億円
19％増加

前期比

－5－

１－４．２００９年３月期 経常利益
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81億円73億円
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8億円
11％ 増加
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１－５．２００９年３月期 当期利益
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（単位：億円）

△63億円1億円

△64億円

前期比

当 期 利 益当 期 利 益

－7－

北米事業が牽引役となり、
水産事業が好調に推移

天洋問題の影響で食品
事業は苦戦

営業利益全体では計画
通りに推移

資源高・魚価高

水産物需要増加

原材料、資材等の高騰

中国天洋食品問題

２－１．経済環境の変化（上期）

２００８年１０月以前２００８年１０月以前



5

－8－

２－２．経済環境の変化(下期）

９月－「リーマンショック」

２００８年１０月以降２００８年１０月以降

世界的経済危機

資源価格反転

世界同時株安

円高・ドル安

消費減退

水産事業は水産物消費減
退・相場低迷により減益

食品事業は引き続き苦戦

急激な円高により為替洗
い替え損

株安により有価証券減損

－9－

３．四半期毎の営業利益推移
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－10－

４－１．２００８年度の事業トピックス

事業統合 中核４事業会社と共通機能会社設立
（水産・食品・畜産・保管物流・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

下関漁業設立、操業開始 大洋Ａ＆Ｆ(株)

食品生産工場の統廃合を開始（北海道・東北地区）

大型沖合まき網船進水 大洋Ａ＆Ｆ(株)

カルシウム入り特保 魚肉ソーセージ・ ちくわ 発売

グループ会社の再編（熊本魚・鹿兒島魚市統合他）

４月

６月

１１月

２月

３月

3-4月

－11－

４ー２．統合効果

本社･支社事務所等経費削減

労務費削減

１２億円

１４億円

総 計 ２６億円

コスト削減効果（０９年３月期）
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北海道地区 １６生産拠点

東北地区 ３生産拠点

合計 １９生産拠点

４-３．生産拠点の統廃合

４拠点を整理、１５生産拠点に集約

• 主要原料調達上の優位性

• 共通生産品目の集約

• 環境面の対応策

白－整理対象拠点

－13－

４－４．グループ会社再編

㈱マルハニチロ食品による㈱ニチロサンフーズ
完全子会社化

熊本魚㈱と鹿兒島魚市㈱の合併

マルハニチロ食品の子会社7 社、マルハニチロ水
産の子会社1 社をホールディングス子会社へ移転
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－14－

４-５．資源アクセスの強化策

下関漁業設立、操業開始

2008年6月
大型沖合まき網船進水

2009年2月

－15－

４－６．健康関連商品
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－16－

５．２００9年3月期海外売上高

09/3
263億円
前年比

(為替調整後）
84％

2009年3月期
海外売上合計 ９０３億円
前年比(為替調整後） ９８％
連結売上比 １０％

前年実績(ニチロ上期加味） 1,044億円

09/3
430億円
前年比

（為替調整後）
１09％

09/3
210億円
前年比

(為替調整後）
100％

08/3
238億円

欧州

08/3
450億円

北米

08/3
356億円

アジア他

EX:¥117.71/$ EX:¥103.68/$

EX:¥117.71/$ EX:¥103.68/$

EX:¥117.71/$ EX:¥103.68/$

－17－

６ー１．次期の重点施策

統合効果の徹底的追求（効率化とシナジー創出）

赤字事業の早期縮小・撤退・整理

卓越した水産物調達力に基づく安定的収益の確保

安全・安心に加えて健康を提案する商品群の充実

低価格志向に対応した商品群の充実

コンプライアンスの徹底
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６－２．次期増益要因

水産セグメント
養殖事業改善（マグロ出荷増カンパチ収支改善）
ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ撤退他海外えび事業改善
水産商事利益率改善（円高効果他）
荷受事業収支改善 他
北米減益

食品セグメント
統合効果（経費・労務費削減）
市販食品（冷食・加工食品）増益
その他（畜産事業他）

保管物流セグメント他

９億円
８億円
５億円
７億円

１０億円
△２１億円

２８億円
１７億円
８億円
３億円

８億円

総 計 ４５億円

－19－

６－３．２０１０年３月期通期業績予想

１２９％２００億円営業利益

－４０億円当期純利益

１８６％１５０億円経常利益

１００％９,０００億円売上高

前年比１０年３月期
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－20－

７ー１．中期経営計画

「ダブルウェーブ２１」（2008～2010年度）

• 間接部門の最適化、グループインフラの整備

• 戦略セグメントによるグループ経営強化

• ニチログループとの統合効果発現

• 経営基盤の整備

• 優良な食材の安定的な調達と供給

• 世界市場への挑戦 （海外販売）

グループ経営の強化

成長戦略

－21－

７－２．中期経営計画目標値

有利子負債残高

自己資本比率

ROA(営業利益)

営業利益

3,095億円

15.6％

4.1%

220 億円

2,999億円

15.7％

4.6%

240 億円

2009年度
計画

2010年度
計画

売上高 9,500 億円 10,000 億円

3,147億円

14.5％

3.5%

190 億円

2008年度
計画

9,300 億円

ダブルウェーブ２１
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